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1 は じめに

高等学校学習指導要領に示されている理科の目標は、「自然に対する関心や探究心を高め、観祭、

実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物 ・現象についての理解

を深め、科学的な自然観を育成する。」である。

この目標の、特に 「探究心を高め」ることが高等学校理科の学習にとって重要と考える。探究と

は、物事の意義や本質などを探つて見極めようとすることである。意義や本質を探る心を持たせる

ためには、興味 ・関心を喚起させること、探究するために必要な能力を育てること、探って得た情

報をもとに分析的かつ総合的に考察する能力を養 うことが必要である。

探究心を高める土台となる興味 ・関心の喚起のための方法はいくつか考えられるが、その1つ と

して観察や実験を取り入れた学習が挙げられる。観察や実験を通して、生徒に発見や感動を与える

ことができるからである。しかし、顕微鏡を使つても見ることのできないあまりに小さい世界や、

宇宙に広がるあまりにも大きい世界は、観祭や実験を行つてもなかなか捉えにくいものである。こ

れらの単元を書手とする生徒は多い。

そこでこれらの単元については、実際には見ることや体験す

ることができない現象を具現化し、観察 ・実験を疑似体験させ

ることのできる仕組みである3Dを 使用することで、実物を観

察するよりもより大きな発見や感動を与えることができると考

える。さらに、このことは、生徒の教科に対する苦手克服につ

ながることも予想 される。

2 授 業実践

「理科総合B」 の 「生命と地球の移 り変わり」の単元の 「惑星としての地球」において、投影式

スクリーンに映し出される偏光型 3D太 陽系モデル映像を教材 として、授業を展開した。

(1)「理科総合BJに おける太陽系の位置づけ

高等学校学習指導要領に示されている 「理科総合B」 の目標は、「自然の事物 ・現象に関する観

察、実験などを通して、生物とそれを取り巻く環境を中心に、自然の事物 ・現象について理解させ

るとともに、人間と自然とのかかわりについて考察させ、自然に対する総合的な見方や考え方を養

う。」である。

高等学校学習指導要領に示されている 「理科総合B」 の 「生命と地球の移 り変わり」の目標は、
「時間と空間を通して生物と地球環境は相互にかかわりながら変遷していることを理解させる。Jで

ある。

この単元の 「惑星としての地球Jで は、地球の表面の様子を太陽系の他の惑星の表面の様子と比

較し、惑星は太陽からの平均距離、質量、半径、密度、大気圧や大気成分などから大きく2種 類に

分類できることを学習させる。また、他の惑星との比較において、地球が太陽系の一
員としての共

通の性質をもちながら、生命を生み出す条件を備えた惑星となったこと、生命を生み出した条件と
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して大気や水の存在が欠かせなかったことなどを理解させる。

その際、中学校理科 との関連を十分に考慮することが求めら

れている。校種間の滑らかな接続は、生徒のつまずきを少なく

し、学習意欲の向上につながる。そこで、3D教 材を活用し、

小 ・中学校理科との関連性を意識 した授業を展開した。

(2)中 学校理科における太陽系の位置づけ

中学校学習指導要領に示されている 「理科Jの 目標は、「自然に対する関心を高め、目的意識をも

って観察、実験などを行い、科学的に調べる能力と態度を育てるとともに自然の事物 ・現象につい

ての理解を深め、科学的な見方や考え方を養 う。」ことである。

中学校理科では、第 2分 野 「地球と宇宙」の単元で、太陽系について学習している。

中学校学習指導要領に示されている 「地球と宇宙」の目標は、「身近な天体の観察を通して、地球

の運動について考察させるとともに、太陽の特徴及び太陽系についての認識を深める。」である。

この単元の 「太陽系と惑星Jの 目標は、「太陽、恒星、惑星とその動きの観察を行い、その観察記

録に基づいて、太陽の特徴を見いだし、恒星と惑星の特徴を理解するとともに、惑星の公転と関連

付けて太陽系の構造をとらえる。」である。

太陽の特徴については、太陽は日体ではないこと、自ら光を放出している天体であることをとら

えさせる。また、惑星については、地球のグループと木星のグループとで大きさなどに違いがある

ことを扱い、惑星の常 数をとらえる。また、例えば、金星の観察

を行い、金星の公転と地球の位置関係を考え、このことから太陽

系の構造について考察させる。恒星については、惑星と比較し、

恒星は、太陽と同じく自ら光を放っていること、相互の位置を変

えないこと、望遠鏡で見ても点にしか見えず、惑星に比べ、きわ

めて遠距雄にあることなどに気付かせる。

(3)投 影式スクブーンに映し出される偏光型 3D太 陽系モデル映像について

今回使用した、投影式スクリーンに映し出される偏光型 3D太 陽系モデル映像は、簡易式投入型

提示システムである。このシステムは、投影式ソフトタィプスクリーンを用い、ある程度の範囲で

折り曲げられる構造になっている。そしてスクリーンの後方から、プロジェクター 2台 を用いて左

右の目で見る画像を提示する。コン トローラーを操作することで、コンピュータ上に構築された仮

想現実空間を自由に移動させることができる。スクリーンに投影された映像は、偏光メガネを用い

ることにようて、二次元立体視することが可能である。プロジェクターには偏光フィルターが取り

付けてあり、右 目用の画像 と左 目用の画像を視差分ずらして提示する仕組みになっている。簡易式

没入システムの利点は、参考書やプリントなどの平面的な資料より、没入感、臨場感が得られ、対

象がまさに目の前にあるように感 じられるところである。

また、今回使用した画像は太陽と太陽系の惑星 (水星、金星、地球、火星、木星、土星)と 月で、

偏光メガネを使用することで地球や土星が目の前に浮かんでいるように見え、生徒の中には手を伸

ばしてさわろうとする者もいた。天体の相対的な大きさゃ天体間の距離、表面の簡単な様子を見る

ことができる。さらにコン トローラーの簡単な操作で、天体の位置関係を変えたり、視点を上や横

に移動させたり、拡大 ・儘′卜させたりすることができる。
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さらに、天体を吉手としている生徒の多くは、地球から見えている天体の満ち欠けの様子と、宇

宙での天体の位置関係の変化の様子とを結びつけることができていないようである。この教材では、
この2つの様子を同時に一つのスクリーン上で確認することができる。

(4)授 業展開

太陽系の感星の表面の様子や太陽からの平均距離、質量、半径、密度、大気圧や大気成分などを、

教科書やプリントを使い学習させてから、3D教 材を使用した授業を展開した。小 ・中学校との関

連を意識し、月や太陽の特徴を踏まえた授業展開とした。

下記の指導案で授業を展開した。

授業指導案

教 科 聾科  1弔  日 増科難合B  I指 導者 菅日 跳手

日  時 平成18年0月31日〔水曜】第3躍 暮 年 1学1■年ラわ章サイレ“ 数 室

母呂機駐干 新帽 理科組合●
(栞東書符】 補助教材

れ
ず 譜運晶

語路E

本時のテーマ 六窮系の動き=導解する。

i長鱗鞠響部蚕縛野雑革の様への理解を深める。

段 階 時 1 8 学督内容 学習活動 や球上の留結点

導

入
10分

ち
田境 の 理 官 ・末ほと月の違いを確盟する。

↓解圏緊鷲務連イ

展

開
30分

・基と電

・汚の滴ち欠け

・公転面め傾きのと
い

ける抑 握 、
戦

明 は

的 越

月ヽと地毒め公転面1ま同一平面
上て̀ となくv月の執道が円軌遣

逼堅 粗宅邑贔斜ヂ
細ヨま

浸:脅だ播鯉 韻き菫

鍔霞繋算鍵害驚

そ
暑

ま
と
め

11分

`重要事項のほ澤

靭欄鱗昂饉欝躙鍬
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くくこれまでの優習>>

医画推太陽の形は(  )。

理科総台B「地球という星」

1年   組    番  氏 名

( _)め 力から昇り、(   )のおに沈転

ｒ
ｉ
ｌ
Ｌ

伸
伸
伸

ｒ
ｌ

ｌ

ヽ

園 1月の形は ( 兆 ( )の 方か塁
本婦の見た日の形に 賓つるい奈わら印 ヽ

昇り、く   )の 方に沈む。
→ 月 の見た目の形は 変わるぃ変わらない

FT垂富麓護晨碧葵F写下
十―十一…………■

1

1 騨 期 め口りを公転する(島 ど中… ユど雄 電畳摯控 受 そ」

くく月の購ちかけ>>

太陽と鳥と地球の位田函係で、

〔

〕
C

③膚が地球の影にかくされて欠けて昂えるここを,長と言います.A～中のどの位巳に月があるとき
月食お瞳こりますか? (   )

④月食敵Эの使長に■がぁるとき、1常に運こるものではありません。それはなぜでしょう。
太瞬 と、年出球が必す じ■

一
直線上に な る oにならない か らも

ネ惑皇も本蟻の丼に照らされている天体です。もしも金星や央星から地球を見たら、同じよう1こ満う
かけして見えるでしょうか。

○
紐

①上の図で、地球と月め本陽光が当たうていない部分を黒く撃りましょう。地球の周りにある( )
内に朝,国 ・夕方 ・夜のいすれかを書き込もう。
②鳥め単置がハ～Hのとき、地球から見たときの月の形を[ ]にとき込もう。見えない晴は '新月」

と書こう。
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3 ま とめ

今回の投影式スクリーンに映し出される偏光型 3D太 陽系モデル映像を使用した授業には、事前

に各惑星の表面の様子や太陽からの平均距離、質量、半径、密度、大気圧や大気成分などを、学習

させてから臨んだ。他の惑星との比較において、地球が太陽系の一
員として共通の性質をもちなが

ら、生命を生み出す条件を備えた、奇跡の惑星であることも学習させておいた。それから3D教 材

を使つて実際の写真を立体的に見ることで、惑星同士の大きさの比較や、惑星は表面が厚いガスで

できている木星型惑星と岩石でできている地球型惑星があることなどを視覚的にも捉えることがで

きた。

また、巨大なスクリーンで宇宙空間を見ることで実際に宇宙にいるような感覚になり、あまりに

早く画像の視点を動かし過ぎると、中には酔つてしまう生徒もいた。このような臨場感や没入感を

味わえるので、生徒は食い入るようにスクリーンを見つめ、興味 ・関心を大いに喚起することがで

きた。

さらに、生命を生み出した条件として大気や水の存在が欠かせないことを学習していたので、生

徒から 「太陽からの距離がこれだけ離れていたから生物が生まれたんだ。」という声が挙がつた。惑

星間を飛び越えて進む感覚になる、この教材だからこそ出た発言であつた。

課題としては、興味 ・関心から、いかに探究するために必要な能力や探つて得た情報をもとに分

析的かつ総合的に考祭する能力を育成し、探究心を養つていくかである。今後、認題研究などでこ

のような能力を伸ばしていくことを考えている。

九州大学 ・長崎大学の3D映 像開発スタッフと公開研究授業の関係者
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